
平成１６年１１月教育委員会定例会会議録 

 
報告事項 
報 第２２号 市町村立学校職員の給与に関する規則の一部を改正する規則に

ついて 
 
        和田給与課長から、国家公務員の寒冷地手当に関する法律の一

部改正に伴い、市町村立学校職員に対する寒冷地手当の支給額を

年額１４，３００円から月額７，３６０円に、支給日を従来１０

月３１日１回としていたのを１１月から３月まで各月の初日年５

回に変更するため規則を改正した旨の報告があり、報告のとおり

承認した。 
 
付議事項 
議案第２７号 和歌山県使用料及び手数料条例の一部を改正する条例（案）に

ついて 
 
        潰滝総務課長から、国の地方財政計画における授業料の額の改

正に伴い、高等学校の全日制課程では年額３，６００円増の１１

５，２００円に、定時制の単位制によらない課程では１６単位以

上で年額３，６００円増の１８，０００円に、単位制の課程では

１単位につき２４０円増の９６０円に、通信制の課程では１単位

につき２０円増の１７０円に改定したい旨の説明があった。委員

からは全日制と定時制の授業料の額の差について質問があり、課

長から修学促進のため定時制の額を低く設定しているとの回答が

あった。委員から今後の課題として、定時制教育の多様化に伴う

授業料の在り方について検討してほしいとの要望があり、審議の

結果、原案のとおり決定し、議会に上程することとなった。 
 
議案第２８号 普通教室に空気調節設備を設けている高等学校の授業料の額の

加算に関する告示（案）について 
 
        総務課長から、普通教室に空気調節設備を設けている高等学校

において、そのランニングコストにあたる額（全日制では３，６



００円、定時制では６００円）を授業料に加算し徴収したい旨の

説明があった。 
        委員から大阪府では全日制で５，４００円を徴収しているが、

本県との違いは何か、また、未納者が多いと聞いているがその理

由は何かについて質問があり、課長から額については、本県はラ

ンニングコストのみであるため、また、未納者については、大阪

府では授業料減免者からの徴収も行っているためと考えられると

の回答があり、審議の結果、原案のとおり決定した。 
  
議案第２９号 和歌山県立図書館管理規則の一部を改正する規則（案）につい

て 
    
議案第３０号 和歌山県立図書館分館設置告示の一部を改正する告示（案）に

ついて 
    
議案第３１号 和歌山県立図書館紀南分館規程の一部を改正する告示（案）に

ついて 
    
議案第３２号 和歌山県立図書館紀北分館規程を廃止する告示（案）について 
 
        一山生涯学習課長から、利用者サービスの充実を図るため、土・

日並びに５月５日及び１１月３日の開館時間を１時間延長して午

後６時にするとともに、年末年始の休館日を１２月２９日から１

月３日までとし、館内整理日を１月４日、２月から１２月までは

第２木曜日に変更し、年１回１０日間実施している図書館資料点

検期間を柔軟に設定出来るよう規則を改正したい旨の説明があっ

た。また、紀南分館については、県立情報交流センターＢｉｇ・

Ｕへの移転に伴い住所と館名を平成１７年１月１日から「紀南図

書館」に変更し、併せて開館時間及び休館日を、本館と同じ内容

に改正し、紀北分館については、周辺市町村に図書館施設が整備

され、その役割が終了したと判断されることから平成１７年４月

１日をもって廃止することとし、それぞれ規程改正及び告示をし

たい旨の説明があった。 
        委員からは、開館時間の延長や紀南図書館開館に伴う職員の勤

務体制について質問があり、課長から、今年度から本館の定員１

名を紀南に移して対応している。今後については、状況をみて検



討したいとの回答があった。委員からは、紀南図書館の蔵書の充

実等について質問があり、課長から現在紀南分館に収蔵出来ない

図書を本館で保管しており、それを紀南図書館に戻すことにより

充実させる予定であるとの回答があった。 
      また、委員から図書館資料の点検期間の周知について質問があり、

課長から今後も基本的には例年通りの６月に行う予定であり、必要

に応じて十分な対応を図ることとしているため、混乱は生じないと

考えているとの回答があった。委員から本館の蔵書を借りる場合は、

分館を通じて出来るのかとの質問があり、課長から分館を通じて出

来るほかに市町村立図書館を通じて借りることもできるようにな

っており、市町村立図書館で受け取る場合、無料になるとの回答が

あった。委員から紀南図書館の蔵書検索システムの整備状況につい

て質問があり、課長から紀南図書館開館に向けて整備が図られてい

るとの回答があった。さらに、委員から図書館職員に対する研修の

実施状況について質問があり、国の機関が実施している研修等に参

加しているとの回答があったほか、委員から図書の充実と図書館の

利用促進について工夫するようにとの意見があった。 
        以上のとおり審議を行い、原案どおり決定した。 
 
議案第３３号 和歌山県教育センター学びの丘設置条例（案）について 
 
        板橋県立学校課長から、教育研修センターの県立情報交流セン

ターＢｉｇ・Ｕへの移転に伴い、名称を「和歌山県教育センター

学びの丘」に変更し、新たにカリキュラムセンター、環境学習セ

ンター、中央教科書センター機能の充実を図り、生涯学習機会の

提供や教育機関の指導を行うことに伴い、条例を設置したい旨の

説明があった。 
        委員から、様々な機能を充実させたことにより「教育センター」

という名称にしたのかとの質問があり、課長からそのとおりであ

るとの回答があった。田辺市移転により、旅費はどれくらい増額

になるのかとの質問があり、総務課長から２０００万円程度の増

額を見込んでいるとの回答があった。和歌山市立学校の教職員に

ついては、この施設での研修は対象外かとの質問があり、県立学

校課長から原則は対象外であるが、初任者研修などの悉皆研修に

ついては共催する予定であるとの回答があった。また、施設全体

の管理面について質問があり、課長から専有部分については、教



育センターが管理することになり、共用部分は、Ｂｉｇ・Ｕの管

理になるとの回答があった。中央教科書センターには、文部科学

省検定済教科書がすべて展示されるのか、また一般市民が自由に

閲覧できるのかとの質問があり、課長からそのとおりであるとの

回答があった。 
        以上の審議を行い、原案のとおり決定し、議会に上程するとな

った。 
 
議案第３４号 和歌山県立中学校及び高等学校設置条例の一部を改正する条例

（案）について 
 
        県立学校課長から、来年の４月１日をもって、串本町と古座町

が合併することに伴い、高等学校の住所表示を改正したい旨の説

明があり、原案のとおり決定し、議会に上程することとなった。 


